
福祉住環境コーディネーター協会の タウンミーティング 

 平成 24 年 1 月 28 日（土曜）13:30～17:00 

  笠原 泰子 氏、福井 義幸 氏（当協会理事）、市瀬 敬子 氏（当協会理事） 

 

“都市部での共助のシステムづくりの課題” 

前半は、大震災を契機に、地域の“絆(きずな)”の果たす役割が見直されています。各人にふさわしい生活環境 

作りのためには「自助」には限界があり、「公助」には制度的な縛りがあり一定の効果しか期待できない中で、 

一つの切り口として地域発の「共助」の考え方を具体的な形として、自らの体験と福祉住環境コーディネーター 

への思いをベースに地域密着型のデイサービス施設をスタートさせた笠原氏、この施設に深く関わってこられた 

福井氏をメインゲストに迎え、伺いました。  

後半は、地元の「せたふく」の市瀬氏とともに、人間関係の希薄な都市部で、福祉住環境コーディネーターが 

できることも含めて、地域力を活用した生活環境づくりについて、語り合いました。 
 

     
  地域力を活用した生活環境づくりーさくらの丘      建築家から見た、さくらの丘の環境 
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